
令和ｙｙ年ｍｍ月ｄｄ日様式１


一般社団法人 国際建設技術協会
理 事 長 　安 田　 吾 郎 殿


申請者（社名）　　　　　　　　　　　　　　　　
　（代表者名）　　　　　　　　　　　　　　



[bookmark: _Hlk190941906]プロジェクト形成調査　分担金交付申請書


令和ｙｙ年ｍｍ月ｄｄ日付で採択通知をいただいた下記のプロジェクト形成調査の実施に際し、貴協会による調査経費分担金の交付について、下記の通り申請致します｡

記

１　調査案件名	△△△国 『 ■■■■■■■調査 』

２　団　　　　員 　　（氏名）　　　　
　　　　　　　 　　（会社名）　　　
(部署・役職名）

３　現地調査期間	自  令和　　年   月   日
　　　		至  令和　　年   月   日

４　調査費用　　 別　紙　１

５　調査計画	別　紙　２


以　上




様式２

プロジェクト形成調査　分担金額および内訳



	項　目
	金　額
	積   算   内   訳

	
航空賃

	円
000,000

	
東京（成田/羽田）⇔行先国名（目的地）
※ZONE-PEX運賃設定がある路線は当該運賃に拠る

	
日当

	円
00,000

	
4,200円×00日
※単価は国建協規定額、数量は延べ日数

	
宿泊料

	円
00,000

	
12,900円×00日
※単価は国建協規定額、泊数は延べ日数-1

	
調査費

	円


	
申請企業様による提供情報を元に協会で記入します

	
報告書作成費

	円
150,000

	
報告書一式
※費用は定額

	
計

	
000,000
	







	経費総費
	国建協分担率
	国建協分担額
	自己負担額

	円
000,000

	
1／3
	円
000,000
	円
000,000


※国建協による分担金額は経費総額の1/3
別　紙　１


調査計画様式３　調査計画(和文)　記載例　


１　調査案件（概要）
[bookmark: _Hlk201063729]☆☆☆国の首都◎◎◎地区に位置する◆◆◆◆◆◆は、現在急速な都市化や住民のライフスタイルの影響により、水質の悪化が顕著化しており、◆◆◆◆◆◆周辺では悪臭が発生している。本調査は現地を訪問し、視察、資料収集、政府関係各省と協議を実施し、◆◆◆◆◆◆などの条件に配慮したプロジェクトの形成を図ることを目的とする。( 7～10行程度で提案概要を記載してください )


２　調査日程

（１）調査期間　　 2025年〇〇月〇〇日～2025年○〇月〇〇日

（２）調査行程
　　　　　2/ 5（水）　 東京発 → ☆☆☆国 ◎◎◎着　
　　　2/ 6（木） 　日本大使館、JICA事務所表敬訪問
　　　　　2/ 7（金） 　公共事業者および〇〇市役所打ち合わせ
　　　　　2/ 8（土）　 ◎◎◎地区現地踏査、UNDP事務所打ち合わせ
　　　　　2/ 9（日）　 ◇◇◇地区現地踏査、環境省打ち合わせ　　
2/10（月） 　公共事業省および関係各省との最終打ち合わせ
日本大使館およびJICA事務所調査概要報告
　　　2/11（火）　 ◎◎◎発 → 東京着


３　団員略歴

　　（１）氏名 : 1985年4月入社
海外事業本部海外構造技術部部長職

　　（２）氏名 : XXXX年X月入社　
海外事業本部○○課長職



様式４　調査計画(英文)　記載例　
(内容は基本的に別紙2の翻訳とし以下の構成として下さい）




        Preliminary Study on             (案件名)


1. Members: Mr.(/Ms.) ***********


2. Project Name: Integrated Water Resources Development in *******Island


3. Description:
********Island, with the area of 4,887km2, is located at about 2km north-east off the cost of ******City and encounters serious Water shortage problem during the annual extreme dry season between June and October. This is a severe constraint for regional development of the Island that includes industrial, agricultural and urban and rural developments.  Hence, integrated water resources development in ******Island is really required.

Considering the above situation, IDI will conduct a preliminary study of the integrated water resources development in Madura Island. This study will be the basis for proposing a master plan and feasibility studies for the project to be financed by external aid.


4. Itinerary: 5th February 2018 - 11th February 2018
Feb. 5 (Sun.)	: Tokyo to ◎◎◎
Feb. 6 (Mon.)	: Courtesy call to Embassy of Japan and JICA
Feb. 7 (Tue.)	: Meeting with Department of Public Works, City Hall
Feb. 8 (Wed.)	: Site reconnaissance in ◎◎◎ area, Meeting with UNDP
Feb. 9 (Thu.)	: Site reconnaissance in ◇◇◇ area, Meeting with Department of Environment
Feb. 10 (Fri.)	: Reporting to Department of Public Works, Meeting with relevant organizations. Reporting to Embassy of Japan and JICA
Feb. 11 (Sat.)	: ◎◎◎ to Tokyo



別　紙　２




[image: ]様式５　
記載書式例（同一書式でなくとも可）



様式６　現地調査行程表 （記載例）


プロジェクト形成調査　現地調査行程表

『 案件名 』

	
	
	　
	調　査　予　定
	宿泊地
	車両
利用日
	通訳
必要日

	第 1日
	年/月/日
	金
	空路移動
東京13:30 － 〇〇16:00（XY123)                        ○○ 18:10 － □□21:50（YZ456）
	□□
	－
	－

	第 2日
	月/日
	土
	陸路移動　□□ －△△
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	△△
	〇
	〇



	第 3日
	月/日
	日
	△△市内道路調査
	△△
	〇
	〇



	第 4日
	月/日
	月
	日本大使館　表敬訪問 11:00                                                      JICA 表敬訪問 13:00                                                 ◇◇訪問 15:00
	△△
	〇
	〇


	第 5日
	月/日
	火
	現地調査（△△⇒◎◎）
第六道路管理局訪問
	◎◎
	〇
	〇



	第 6日
	月/日
	水
	現地調査（◎◎⇒☆☆）
第六道路管理局訪問
	☆☆
	〇
	〇


	第 7日
	月/日
	木
	〇△□省　訪問　10:00
	△△
	〇
	〇


	第 8日
	月/日
	金
	JICA報告　10:00
大使館報告　13:00
陸路移動
△△ 15:00 － □□ 18:30
空路移動
□□ 23:10 － ○○ 07:50(YZ654）　　　　　　　　　
	機内泊
	〇
	－



	第 9日
	月/日
	土
	空路移動
○○ 9:00 － 東京 11:10着 (XY321)
	　
	－
	－




image1.emf
現地調査派遣者経歴書

派遣者名

生年月日

年　　月　　日生（　　　歳）

学部・学科・専攻等

採用年月 所属先 部・課、職位 職務内容

期間（年月〜年月） 所属先 部・課、職位 職務内容

※　年月日は西暦表記として下さい。

外国語名 読む

最  終

学  歴

校　　　名

外国語

自己申告



年　月卒業・中退

保有資格等

発注者

語学関連取得資格

書く 話す 取得資格・スコア・取得時期等

件　　　　名

従事期間

(年月からカ月)



聞く



担 当 業 務



職歴

調査等

従事経

職歴

業務等

従事経験

現職

外国語 外国語 外国語


